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有
機
米
の
作
付
面
積
が
世
界
各

地
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
は
、
東
北
大
学
で
第

４
回
国
際
「
有
機
米
生
産
シ
ス
テ

ム
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
有
機
米
生
産
シ
ス
テ
ム
の

国
際
比
較
を
目
的
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
国
立
農
学
研
究
所
モ
ン
ペ
リ

エ
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
２
年
に
開

催
し
た
第
１
回
を
皮
切
り
に
、
イ

タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
で
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
第
４
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
さ

れ
、２
年
遅
れ
で
の
開
催
で
し
た
。

　
近
年
の
国
際
的
な
有
機
食
品
の

需
要
増
加
に
伴
い
、
各
国
で
の
有

機
水
稲
の
生
産
技
術
と
普
及
に
関

す
る
最
新
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
と
な
っ
た
議
論
は
、
有

機
水
稲
の
生
産
体
系
に
関
す
る
取

り
組
み
で
し
た
。
各
国
の
水
稲
の

生
産
体
系
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

日
本
、
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
米
国
な
ど
で
、
有
機
水
稲

の
方
向
性
に
か
な
り
の
共
通
性
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
驚
く
こ
と
に
、
舘
野
廣
幸
さ
ん

が
取
り
組
む
「
草
を
生
か
す
」
有

機
稲
作
は
世
界
的
に
実
践
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
や

イ
タ
リ
ア
で
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
を
緑
肥
と
し
て
栽
培

し
、
そ
こ
に
水
稲
の
種
子
を
直
播

し
、
湛た

ん

水す
い

し
ま
す
。
湛
水
環
境
で

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
が
枯
死

す
る
中
で
稲
の
種
子
を
出
芽
さ
せ

ま
す
。
稲
が
生
育
中
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
有
機
物
マ
ル
チ

に
よ
っ
て
水
田
面
を
被
覆
し
ま
す

が
、
そ
の
後
雑
草
が
出
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
最
高
分
け
つ
期
に
は

「
Ｄ
ｒ
ｙ　
Ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
」
と
呼
ば

れ
る
強
度
な
中
干
し
を
行
い
ま

す
。
報
告
を
聞
く
と
、
日
本
の
中

干
し
よ
り
も
強
烈
で
、
稲
が
枯
れ

る
か
雑
草
が
枯
れ
る
か
ま
で
干

し
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
再
度

湛
水
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。
日

本
と
異
な
る
取
り
組
み
で
す
が
、

水
稲
の
雑
草
抑
制
と
肥ひ

沃よ
く

度
管
理

を
兼
ね
て
草
を
い
か
す
視
点
の
共

通
性
が
興
味
深
い
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
手
法
は
効
果
が

あ
る
場
合
と
な
い
場
合
が
あ
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
議
論
が
集
ま
っ
た
の
は
参
加

型
研
究
と
い
う
手
法
で
し
た
。

　
通
常
、
農
業
技
術
開
発
は
、
試

験
場
内
で
の
検
討
に
始
ま
り
、
農

家
で
の
試
行
に
よ
っ
て
普
及
情
報

を
得
て
展
開
し
ま
す
。
し
か
し
、

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
大
学
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
の
農
家
が
慣

行
栽
培
か
ら
有
機
へ
転
換
す
る
た

め
の
参
加
型
研
究
に
着
手
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
研
究
者
が
農
家

の
生
産
活
動
の
中
に
入
り
込
み
、

技
術
提
案
を
行
い
、
有
機
的
な
手

法
で
効
率
良
く
か
つ
収
量
と
品
質

を
向
上
さ
せ
、
経
済
的
に
実
現
可

能
な
農
業
を
追
求
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

個
々
の
農
家
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ

れ
た
技
術
開
発
を
探
る
手
法
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
舘
野
さ
ん
の
草
を
生
か
す
有
機

稲
作
を
大
学
農
場
で
再
現
し
て
み

る
と
、
こ
の
手
法
の
魅
力
と
難
し

さ
を
感
じ
ま
す
。
有
機
農
業
技
術

は
「
場
の
特
性
」
に
依
存
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
性
と
の
関

連
性
が
極
め
て
深
い
で
す
。

　
有
機
農
業
の
技
術
開
発
に
何
が

必
要
か
を
改
め
て
考
え
る
と
、
有

機
農
家
と
研
究
者
が
共
に
課
題
に

向
き
合
い
、
解
決
策
を
模
索
す
る

参
加
型
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
（
小
松
崎　

将
一
＝
茨
城
大
学

農
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
お
わ
り

各
国
の
栽
培
技
術
に
共
通
点
も

草を生かす草を生かす 有機稲作の新知見有機稲作の新知見
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新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介シンジェンタジャパン㈱

　シンジェンタジャパン株式会社は、果樹・畑作用殺虫剤「ミネ
クト®エクストラＳＣ」を発売した。二つの有効成分を含有
し、チョウ目やアザミウマ目、ダニ目など幅広い害虫種に優れた
防除効果と残効性を示すとしている。
　主な特徴は①幅広い殺虫スペクトラムを持つシアントラニリプ
ロールとルフェヌロンを組み合わせ、吸汁性害虫へのスペクトラ
ムを補完し、同時防除性に貢献②卵から成虫、さらに次世代まで
害虫のあらゆる生育ステージに作用し、害虫の密度を抑制③独自
の高濃度フロアブル製剤が作物への安全性と高濃度少水量散布に
よる省力化を実現――など。販売規格は1００㍉㍑×２０本。

　問い合わせ先＝シンジェンタジャパン株式会社アグリビジネス事業本部デジタ
ル・マーケティングコミュニケーショングループ（☎０3・6２２1・38０1）

　ヤンマーアグリ株式会社は、自走式コンパクトハン
マーモア・ＹＷ–Ｈシリーズに「ＹＷ4９０Ｈ」を追加
し、発売した。
　主な特長は①最大４・２馬力のエンジンを搭載し、
独自の旋回機構により樹木の間や根元など限られたス
ペースでも小回りが利く②主クラッチレバーは握ると
進み、離せば止まるデッドマン方式を採用し、シンプ
ルな操作で使いやすい③刈り高はレバー１本で２０～５５
㍉の６段階で調整でき、刈り幅は５００㍉とシリーズ最
大で１時間当たり５．５㌃の草刈りが可能――など。
　希望小売価格（税込み）は3０万２５００円。
　問い合わせ先＝ヤンマーアグリ株式会社お客様相談
室（☎０6・7636・９２９8）

ヤンマーアグリ㈱

果樹・畑作用殺虫剤「ミネクト®エクストラＳＣ」

　
株
式
会
社
筑
水
キ
ャ
ニ
コ

ム
は
、
宮
崎
県
最
南
端
の
林

産
地
、
日
南
市
で
開
発
中
の

林
業
用
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈
機

＝
写
真
＝
の
実
証
を
行
っ
た

と
発
表
し
た
。

　
同
機
は
、
根
株
を
避
け
な

が
ら
走
行
が
で
き
る
コ
ン
パ

ク
ト
サ
イ
ズ
で
、
最
大
4５
度

の
傾
斜
で
走
行
で
き
る
。
飛

散
物
の
極
少
化
や
左
右
の
ク

ロ
ー
ラ
幅
伸
縮
に
よ
る
車
体

安
定
性
、
最
低
地
上
高
を
高

く
す
る
│
│
な
ど
林
業
ユ
ー

ザ
ー
の
課
題
を
解
消
す
る
仕

様
だ
。

　
当
日
は
あ
ら
か
じ
め
想
定

さ
れ
た
走
行
ル
ー
ト
計
画
に

沿
っ
て
、
等
高
線
と
直
交
方

向
に
作
業
。
参
加
し
た
現
場

作
業
者
か
ら
は
「
傾
斜
地
で

も
安
定
性
が
良
く
走
行
で
き

る
」
、
「
操
作
も
慣
れ
れ

ば
、
作
業
が
は
か
ど
る
こ
と

が
よ
く
理
解
で
き
た
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
。

林
業
用
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈
機
宮
崎
県
で
実
証

㈱
筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム

　
生
鮮
野
菜
の
６
割
が
加
工
業
務
用

に
向
け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
ニ
ン
ジ

ン
は
タ
マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
に
次
い

で
輸
入
量
の
高
い
品
目
で
、
今
、
国

産
ニ
ン
ジ
ン
へ
の
期
待
度
は
高
い
。

栽
培
期
間
の
長
い
ニ
ン
ジ
ン
は
生
育

環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
特
に

露
地
栽
培
と
な
る
夏
ま
き
秋
冬
ど
り

は
昨
今
の
気
候
変
動
に
よ
り
作
柄
が

不
安
定
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、
生

産
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、
機
械
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
は
承
知
の
と
お

り
。
作
柄
が
安
定
し
、
機
械
化
適
応

力
の
強
い
「
冬
ち
あ
き
」
は
、
次
世

代
に
向
け
た
品
種
だ
と
思
う
。

　
冬
ち
あ
き
の
特
質
は
、
尻
つ
ま
り

が
早
い
、
上
下

の
太
さ
の
差
が

少
な
い
、
中
ま

で
色
が
濃
い
な

ど
営
利
栽
培
と

し
て
は
あ
り
が

た
い
と
こ
ろ
が

多
い
。
小
さ
い

う
ち
か
ら
形
が

仕
上
が
る
の

で
、
暖
冬
で
作

型
が
前
進
し
て

も
肥
大
化
す
る

前
に
収
穫
が
可

能
だ
。
幅
広
い

環
境
に
適
応
で

き
、
形
状
が
安
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
ど
ん
な
環
境
下
に
あ
っ
て
も

安
心
し
て
栽
培
で
き
る
。
葉
の
耐
寒

性
が
強
く
傷
み
に
く
い
の
で
、
こ
の

点
も
機
械
収
穫
に
適
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
通
気
性
・
排
水
性
・
保
水
性
の
良

い
畑
で
の
栽
培
が
望
ま
し
く
、
畑
に

は
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
た
い
。
良
品
多
収
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
発
芽
を
そ
ろ
え
初
期
の
生
育
を

順
調
に
進
め
る
と
い
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
冬
ち
あ
き

は
、
初
期
生
育
が
旺
盛
で
欠
株
に
な

り
に
く
く
、
栽
培
安
定
性
は
優
れ
て

お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
作
り

や
す
い
品
種
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
タ
キ
イ
種
苗

株
式
会
社
開
発
部
（
〒
６
０
０–

８

６
８
６　
京
都
市
下
京
区
梅
小
路
通

猪
熊
東
入　
☎
０
７
５
・
３
６
５
・

０
１
２
３　
フ
ァ
ク
ス
０
７
５
・
３

６
５
・
０
１
３
３
）

　
（
阿
比
留　

み
ど
里
・
㈱
ヒ
ュ
ー

マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表

取
締
役
）

耐
寒
性
強
い
秋
冬
ど
り

初
期
生
育
が
旺
盛

ニ
ン
ジ
ン「
冬
ち
あ
き
」

各国から専門家らが宮城県へ訪れた

総
本
数
も
平

均
で
６
本
増

加
し
た
。

　
同
研
究
室

の
山
藤
香
さ

ん
は
液
状
マ

ル
チ
が
地
温

を
上
昇
さ
せ

た
こ
と
で
、

収
量
増
加
に

つ
な
が
っ
た

可
能
性
が
あ

る
と
し
、

「
土
壌
の
水

分
や
物
理

性
、
養
分
の

状
態
な
ど
液

状
マ
ル
チ
の

影
響
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
が

必
要
」
と
説
明
し
た
。
今
後
は

環
境
が
異
な
る
土
地
で
の
実
証

実
験
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
以
外
で

の
作
物
へ
の
利
用
な
ど
の
試
験

を
予
定
し
て
い
る
。

　
同
研
究
室
の
元
木
悟
専
任
教

授
は
「
液
状
マ
ル
チ
で
収
量
が

増
加
し
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の

回
収
作
業
や
処
分
費
用
が
不
要

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
実
用
化
や
普
及
の
た
め
、

収
益
の
増
加
や
総
合
的
な
コ
ス

ト
の
削
減
を
証
明
す
る
デ
ー
タ

を
示
す
こ
と
、
現
地
実
証
試
験

を
行
い
、
実
際
の
生
産
現
場
に

お
け
る
有
用
性
を
示
す
こ
と
が

重
要
」
と
話
す
。

　
採
り
っ
き
り
栽
培
は
定
植
の

翌
年
に
萌ほ

う

芽が

す
る
若
茎
を
す
べ

て
収
穫
す
る
作
型
で
、
株
を
１

年
で
更
新
す
る
。
収
穫
ま
で
３

年
ほ
ど
か
か
り
、
1０
～
1５
年
管

理
す
る
慣
行
栽
培
と
比
べ
、
収

益
化
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
何

年
も
株
を
養
成
す
る
必
要
が
な

い
た
め
病
虫
害
防
除
な
ど
の
負

担
も
少
な
い
。
初
心
者
に
も
取

り
組
み
や
す
い
方
法
と
し
て
関

東
地
域
を
中
心
に
普
及
が
進
ん

で
い
る
。

浸
透
が
良
い
土
壌
は
灌か

ん

水す
い

後
の

散
布
が
定
着
し
や
す
く
、
沖
積

土
壌
や
粘
土
質
の
土
壌
は
灌
水

な
し
の
散
布
で
き
れ
い
に
膜
を

張
れ
る
と
い
う
。

　
期
待
さ
れ
る
主
な
メ
リ
ッ
ト

は
①
生
分
解
性
の
た
め
マ
ル
チ

剥
が
し
作
業
を
省
略
で
き
る
②

畝
の
形
状
を
問
わ
な
い
③
散
布

す
る
量
や
濃
度
な
ど
を
調
節
す

れ
ば
使
用
期
間
を
任
意
に
調
節

で
き
る
│
│
な
ど
だ
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
削
減
に
も
つ

な
が
る
。

　
同
研
究
室
に
よ
る
採
り
っ
き

り
栽
培
の
調
査
（
品
種
「
Ｕ
Ｃ

１
５
７
」
）
で
は
、
液
状
マ
ル

チ
あ
り
は
液
状
マ
ル
チ
な
し
に

比
べ
、
1０
㌃
当
た
り
約
１
８
０

㌔
収
量
が
増
加
。
可
販
収
量
と

規
格
別
収
量
で
も
液
状
マ
ル
チ

あ
り
の
方
が
1０
㌃
当
た
り
約
２

０
０
㌔
多
く
、
Ｌ
級
規
格
（
1５

～
4０
㌘
以
上
）
以
上
の
収
量
増

加
が
見
ら
れ
た
。
株
当
た
り
の

　
使
用
し
た
生
分
解
性
液
状
マ

ル
チ
は
土
壌
に
散
布
す
る
と
表

面
で
固
ま
る
黒
色
の
液
体
状
の

資
材
だ
。
主
原
料
は
、
生
分
解

性
樹
脂
や
カ
ー
ボ
ン
な
ど
の
顔

料
で
自
然
に
分
解
さ
れ
る
。
黒

色
は
保
温
性
と
保
水
性
が
あ

り
、
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
マ
ル
チ
に

比
べ
防
草
性
は
劣
る
が
、
除
草

剤
や
肥
料
の
流
亡
防
止
効
果
が

あ
る
と
す
る
。
使
用
方
法
は
水

で
４
～
６
倍

の
濃
度
に
希

釈
し
、
平
方

㍍
当
た
り
４
０
０
～
７
０
０
㏄

を
噴
霧
器
な
ど
で
土
壌
表
面
に

散
布
。
気
象
条
件
に
よ
る
が
、

お
お
よ
そ
３
～
４
時
間
で
硬
化

す
る
。
表
層
の
具
合
を
観
察
し

て
塗
布
量
が
少
な
い
場
合
に
は

何
度
で
も
噴
霧
可
能
だ
。

　
処
理
層
を
安
定
さ
せ
る
た

め
、
関
東
ロ
ー
ム
層
な
ど
水
の

　
農
林
水
産
省
は
17
日
、
病
害

虫
発
生
予
報
第
１
号
を
発
表
し

た
。
野
菜
で
は
、
タ

マ
ネ
ギ
の
べ
と
病

が
、
近
畿
・
中
国
・

四
国
の
一
部
地
域
で

多
い
と
予
想
。
滋
賀

・
島
根
・
愛
媛
の
３
県
で
注
意

報
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。
圃
場

の
見
回
り
や
罹り

び
ょ
う病
株
の
抜
き
取

り
、
都
道
府
県
の
発
生
予
察
情

報
な
ど
を
参
考
に
し
た
薬
剤
防

除
を
求
め
て
い
る
。

　
果
樹
で
は
果
樹
カ
メ
ム
シ
類

が
南
関
東
・
近
畿
・
中
国
・
四

国
の
一
部
地
域
で
多
い
と
予
想

し
、
飛
来
状
況
に
応
じ
た
園
内

の
観
察
と
防
除
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
向
こ
う
１
カ
月
の
主
な
病
害

虫
の
発
生
動
向
は
次
の
通
り
。

　
▼
野
菜
・
花
き
（
発
生
が

「
多
い
」
地
域
・
病
害
虫
）　

イ
チ
ゴ
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
が

四
国
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
が
東
海

・
中
国
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
四

国
、
ハ
ダ
ニ
類
が
南
九
州
、
灰

色
か
び
病
が
北
九
州
。
キ
ュ
ウ

リ
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
が
北
関

東
・
四
国
、
う
ど
ん
こ
病
が
東

海
、べ
と
病
が
四
国・
南
九

州
、
褐
斑
病
が
四
国
。
タ
マ
ネ

ギ
の
べ
と
病
が
近
畿
・
中
国
・

四
国
。
ト
マ
ト
は
、
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
類
が
南
関
東
・
東
海
・
四

国
、
す
す
か
び
病
が
東
海
・
四

国
、
黄
化
葉
巻
病
が
関
東
、
灰

色
か
び
病
が
東
海
・
四
国
。
ナ

ス
は
、
う
ど
ん
こ
病
が
四
国
、

す
す
か
び
病
が
四
国・北
九
州
、

灰
色
か
び
病
が
四
国
・
南
九

州
。ネ
ギ
の
べ
と
病
が
北
九
州
。

　
▼
果
樹
（
同
）　
果
樹
共
通

で
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
が
南
関
東

・
近
畿
・
中
国
・
四
国
。
か
ん

き
つ
の
そ
う
か
病
が
中
国
。
ナ

シ
の
黒
星
病
が
北
九
州
。

タ
マ
ネ
ギ
べ
と
病

３
県
で
注
意
報

第
１
号

　
【
栃
木
支
局
】
壬
生
町
藤
井

の
株
式
会
社
Ａ
Ｊ
Ｔ
は
、
露
地

と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
計
1０
・
４

㌶
で
コ
マ
ツ
ナ
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
を
生
産
・
販
売
す
る
。
２
０

２
３
年
７
月
に
農
業
生
産
工
程

管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
認
証
の
一

つ
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
、
商
社

も
取
引
先
と
な
っ
た
。
倉
井
信

夫
代
表（
3９
）は
「
価
格
交
渉
な

ど
も
有
利
に
進
め
ら
れ
、
大
き

な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
」
と
話
す
。

　
出
荷
は
主
に
６
カ
所
。
コ
マ

ツ
ナ
は
季
節
に
応
じ
３
品
種
を

作
付
け
し
通
年
収
穫
す
る
。
冬

の
安
定
収
量
確
保
の
た
め
、
ウ

ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
を
備
え
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
8０
棟
を
建
設

し
た
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
1０
月

か
ら
５
月
ま
で
４
品
種
を
栽
培

す
る
。

　
作
業
内
容
を
現
場
で
登
録
す

る
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
に
基
づ
き
、
食
品
安
全
や

環
境
保
全
、
労
働
安
全
に
配
慮

し
た
管
理
を
行
う
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
情
報
共
有
で

き
、
デ
ー
タ
化
で
水
管
理
と
施

肥
状
況
の
把
握
や
無
駄
の
削
減

に
つ
な
が
る
と
い
う
。
収
入
保

険
に
加
入
し
、
生
産
規
模
や
販

路
の
拡
大
で
の
リ
ス
ク
に
備
え

て
い
る
。

　
【
三
重
支
局
】
ハ
ウ
ス
ト
マ

ト
を
栽
培
す
る
木
曽
岬
町
の

「
伊
藤
農
園
」
・
伊
藤
達
郎
さ

ん（
33
）。
味
と
収
量
そ
れ
ぞ
れ

を
追
求
す
る
２
本
柱
の
作
型
で

経
営
展
開
す
る
。

　
味
を
追
求
す
る
ト
マ
ト
〝
と

ま
リ
ッ
チ
〟
は
、
土
耕
栽
培

で
、
灌か

ん

水す
い

量
を
抑
え
て
糖
度
を

高
め
る
。
養
液
栽
培
に
比
べ
て

手
間
が
か
か
り
、
収
量
は
取
れ

な
い
が
、
糖
度
８
度
以
上
の
濃

厚
な
甘
さ
と
肉
厚
な
歯
応
え
が

魅
力
と
大
人
気
だ
。

　
収
量
を
追
求
す
る
大
玉
ト
マ

ト
の
作
型
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
製

の
軒
高
５
・
７
㍍
の
高
軒
高
施

設
で
栽
培
。
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
培

地
で
養
液
栽
培
し
、
ハ
ウ
ス
内

の
日
射
量
や
気
温
、
灌
水
量
、

二
酸
化
炭
素
濃
度
（
Ｃ
Ｏ
２
）

な
ど
を
制
御
す
る
。
「
数
値
に

と
ら
わ
れ
ず
、
植
物
を
見
た
り

触
っ
た
り
す
る
こ
と
が
一
番
大

切
」
と
達
郎
さ
ん
は
話
す
。

　
父
・
知
己
さ
ん（
6０
）、
母
・

友
子
さ
ん（
6０
）、
弟
・
佑
亮
さ

ん（
31
）と
共
に
、
祖
父
の
代
か

ら
続
く
米
と
ト
マ
ト
の
栽
培
に

力
を
入
れ
る
。
園
芸
施
設
機
器

メ
ー
カ
ー
の
誠
和
が
運
営
す
る

ト
マ
ト
パ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
で

栽
培
技
術
や
経
営
な
ど
を
学

び
、
ハ
ウ
ス
3５
㌃
を
建
設
。
初

年
度
か
ら
、
1０
㌃
当
た
り
収
量

５０
㌧
を
挙
げ
た
。

品種「かれん」を
手に伊藤さん

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
２
～
３
月
に
定
植

し
て
翌
春
に
収
穫
す
る
「
採
り
っ
き
り

栽
培
」
は
、
慣
行
の
露
地
栽
培
で
は
３

年
か
か
る
収
穫
ま
で
の
期
間
を
短
縮

し
、
防
除
な
ど
管
理
の
手
間
も
減
ら
せ

る
利
点
が
あ
る
。
同
技
術
を
開
発
し
た

明
治
大
学
農
学
部
農
学
科
野
菜
園
芸
学

研
究
室
で
は
、
さ
ら
な
る
収
益
増
加
と

作
業
負
担
の
軽
減
に
向
け
て
、
生
分
解

性
液
状
マ
ル
チ
を
使
っ
た
採
り
っ
き
り

栽
培
に
つ
い
て
ト
ー
テ
ク
株
式
会
社
と

共
同
研
究
中
だ
。
先
ご
ろ
開
か
れ
た

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
採
り
っ
き
り
栽
培　

明
治
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ー
」
で
は
液

状
マ
ル
チ
の
使
用
に
よ
る
増
収
な
ど
の

調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
。

乾
燥
す
る
と
固
ま
る

液
状
マ
ル
チ

液状マルチが「ＵＣ1５７」の
総収量に及ぼす影響（園芸学
会２０２4年度春季大会の山藤ら
〈２０２4〉のデータより作図）

膜
圧
や
濃
度
を

調
節
で
き
る

アスパラガス
「採りっきり栽培」さ

ら
な
る
省
力
・
高
収
益
へ

地
温
上
昇
し
収
量
増
加

生分解性液状マルチ導入
剥がし、回収、処分が不要

高
糖
度
と
多
収

２
本
柱
の
作
型

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
で

販
路
拡
大

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト

葉
物
野
菜

三
重
県
・
伊
藤
達
郎
さ
ん

栃
木
県
・
㈱
Ａ
Ｊ
Ｔ

コ
マ
ツ
ナ
を
持
つ
倉
井
代

表
㊧
、
三
浦
成
人
専
務


